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原研 別 役 広
二次元系の相転移の存在とその性質に関する問題は,この十年間多くの研究者の関心
を集めてきた1.)Blochのスピン波の理論によると,二次元系は相転移を起さないという






















であるO 軍,宮 は平面内に拘束された単位ベク トルの成分であるO 各スピンは正方格1
子上に配置 していて周期的境界条件を満しているものとする｡平均場近似での転移温度
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